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建
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作
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京
駅
。

そ
こ
に
は
数
々
の
ド
ラ
マ
も
生
ま
れ
た
│
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月
刊
ほ
ん
』特
集

映画『すべては君に逢えたから』
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松
本
清
張『
点
と
線
』／
種
村
直
樹『
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
物
語
』 

他

東
京
駅
に
近
代
史
を
読
む

『
東
京
駅
の
建
築
家 

辰
野
金
吾
伝
』 

他

■
東
京
駅
竣
工
１
０
０
周
年
記
念
映
画

「
す
べ
て
は
君
に
逢
え
た
か
ら
」

『
な
ぜ
東
京
五
輪
招
致
は
成
功
し
た
の
か
？
』

決
定
か
ら
17
日
目
の
ス
ピ
ー
ド
刊
行
！

ほ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
松
瀬
学
さ
ん

図
書
館
の「
忘
れ
ら
れ
た
仕
事
」

図
書
館
司
書
の
つ
ぶ
や
き

colum
n

わ
た
し
の
読
書
体
験

投
書

◆
３
年
間
の
お
気
に
入
り『
も
こ　

も
こ
も
こ
』

◆「
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
!?
」か
ど
う
か
は
と
も
か
く
息
子
は
愛
読
す
る

◆
読
書
と
わ
た
し

◆『
サ
ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
、つ
ま
ん
な
い
』に
触
発
さ
れ
て
サ
ッ
カ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
な
っ
た

◆
そ
よ
風
を
く
れ
る
愛
読
書『
と
き
ど
き
意
味
も
な
く
ず
ん
ず
ん
歩
く
』

◆『
都
市
に
住
み
た
い
│
何
故
日
本
人
は
郊
外
に
住
む
の
か
』を
読
み
返
す

│
図
書
館
司
書
か
ら
の
本
の
話
│

え！こんなにあるの！？知らなかった…

気になる新聞・出版社のPR冊子を紹介
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■
東
京
駅
竣
工
１
０
０
周
年
記
念
映
画

「
す
べ
て
は
君
に
逢
え
た
か
ら
」

建
築
の
名
作
、東
京
駅
。

そ
こ
に
は
数
々
の
ド
ラ
マ
も
生
ま
れ
た
│

『
月
刊
ほ
ん
』特
集

１
９
１
４（
大
正
３
）年
12
月
20
日
に
完
成
・
開
業
し
た
東
京
駅
は
、２
０
１
４
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

開
業
以
来
、日
本
の
中
央
駅
と
し
て
機
能
し
続
け
る
東
京
駅
は
、日
本
と
日
本
人
を
見
つ
め
て
き
た
。

建
築
家
の
名
を
世
に
留
め
、文
学
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
。

今
回
は
１
０
０
周
年
記
念
映
画「
す
べ
て
は
君
に
逢
え
た
か
ら
」も
製
作
さ
れ
た
。東
京
駅
か
ら
好
奇
心
が
広
が
る
。

Station
Tokyo

　

東
京
駅
竣
工
１
０
０
周
年
記
念
映
画
「
す
べ

て
は
君
に
逢
え
た
か
ら
」
が
２
０
１
３
年
11
月

22
日
、
封
切
に
な
る
。
こ
の
映
画
は
ク
リ
ス
マ

ス
間
近
の
東
京
駅
を
舞
台
に
巻
き
起
こ
る
６
つ

の
愛
の
物
語
。
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
思
い
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
動
き
だ
す…

。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
製
作

さ
れ
て
お
り
、
丸
の
内
駅
舎
保
存
復
原
後
、
初

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
が

行
わ
れ
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
は
本
作
の
制
作
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
白
組
の

小
池
賢
太
郎
と
ワ
ー
ナ

ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
映
画
の

松
橋
真
三
、
脚
本
橋
部
敦

子
、
監
督
本
木
克
英
。
40

代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

の
温
か
い
目
線
が
結
集
さ

れ
て
い
る
。

『すべては君に逢えたから』
2013年11月22日（金）新宿ピカデリー他全国ロードショー
出演：玉木宏、高梨臨／木村文乃、東出昌大／本田翼／
市川実和子／時任三郎、大塚寧々／倍賞千恵子、小林稔侍
配給：ワーナー・ブラザース映画
©2013 「すべては君に逢えたから」製作委員会

Story１『イヴの恋人』
ウェブデザイン会社社長・和樹（玉木宏）と、舞台女優を夢見て上京してきた
玲子（高梨臨）はイブの夜、偶然に導かれて再会する…。

Story２『遠距離恋愛』
デザイナーの卵の雪奈（木村文乃）と建設会社社員の拓実（東出昌大）。
仕事に追われてこころがすれ違うふたりに、東北新幹線という強い味方が…。



2013年11月22日（金）全国ロードショー
映画『すべては君に逢えたから』公式サイト
http://wwws.warnerbros.co.jp/kiminiaeta/
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Tokyo

©2013 「すべては君に逢えたから」製作委員会
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プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
６
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

そ
れ
ぞ
れ
イ
ヴ
の
恋
人
、
遠
距
離
恋
愛
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
勇
気
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

二
分
の
一
成
人
式
、
遅
れ
て
き
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
物
語
は
短
く

淡
い
。
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
の
イ
ヴ
の
夜
ま
で
が

同
時
進
行
で
進
む
が
、
そ
れ
は
始
ま
り
の
物
語

だ
。
一
方
そ
の
傍
ら
で
長
年
ケ
ー
キ
店
を
営
む

琴
子
（
倍
賞
千
恵
子
）
は
49
年
前
の
恋
に
一
つ

の
結
末
を
迎
え
る
。
そ
の
横
顔
に
は
東
京
駅
が

よ
く
似
合
う
。

　

登
場
人
物
の
相
関
図
を
描
い
て
み
る
と
少
し

ず
つ
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
物
語
に
因
果

Story３『クリスマスの勇気』
好きな先輩に想いを告げられないでいる女子大生・菜摘（本田翼）。
琴子に励まされて、あこがれの先輩に告白を決心する…。

Story５『二分の一成人式』
余命3ヶ月を告げられた新幹線の運転士・正行（時任三郎）。10歳の息子・幸治（山崎竜太郎）の小学校で
二分の一成人式が行われ、妻・沙織（大塚寧々）と参観に行くのだが…。

Story６『遅れてきたプレゼント』
クリスマスイヴにケーキを売り切って店仕舞いにかかる琴子（倍賞千恵子）を
訪れた謎の男（小林稔侍）が告げるのは…。

Story４『クリスマスプレゼント』
養護施設で母を待ち続ける少女・茜（甲斐恵美利）。
職員の千春（市川実和子）は、子どもたちのために「今日一日をよい日にしよう」と願う…。

関
係
は
ま
っ
た
く
生
じ
な
い
。
こ
の
あ
っ
さ
り

仕
立
て
は
今
様
「
新
感
覚
派
」
か
。
い
や
実
験

性
に
富
ん
だ
新
感
覚
派
と
は
異
な
る
、「
人
恋

し
さ
」
へ
の
率
直
な
讃
歌
を
主
題
と
見
る
の
が

当
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

■東京駅竣工100周年記念映画

「すべては君に逢えたから」
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東
京
駅
に
話
を
戻
そ
う
。
東
秀
紀
も
本
の
あ

と
が
き
に
「
わ
が
国
近
代
建
築
の
な
か
で
、
東

京
駅
は
お
そ
ら
く
最
も
多
く
小
説
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
私
の
記

憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
江
戸
川
乱
歩
『
怪
人

二
十
面
相
』
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

明
智
小
五
郎
と
怪
人
二
十
面
相
の
初
対
面
は

東
京
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。
外
務
省
官

吏
に
変
装
し
た
怪
人
二
十
面
相
と
名
探
偵
は
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
へ…

…

。

　

し
か
し
東
京
駅
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
小

説
と
い
え
ば
や
は
り
松
本
清
張
『
点
と
線
』
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
京
駅
の
13
番
線
か
ら
15

番
線
ホ
ー
ム
が
見
え
た
わ
ず
か
な
時
間
を
め
ぐ

り
推
理
の
糸
が
ほ
ぐ
れ
る
。
２
０
１
２
年
刊
行

の
辻
聡
『
東
京
駅
の
履
歴
書―

赤
煉
瓦
に
刻
ま

れ
た
一
世
紀
』（
交
通
新
聞
社
新
書
）
で
も
取

り
上
げ
て
い
る
。『
点
と
線
』
は
雑
誌
「
旅
」

に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
連
載
が
終
わ
っ
た
直

後
の
１
９
５
８
年
２
月
に
単
行
本
化（
光
文
社
）

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
芸
春
秋
か
ら
単
行
本
、

新
潮
社
か
ら
文
庫
本
が
刊
行
さ
れ
、
電
子
書
籍

化
も
さ
れ
て
い
る
。

　

種
村
直
樹
『
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
物

語
』（
集
英
社
）
は
、
松
本
清
張
、
川
端
康
成

な
ど
常
連
客
の
関
わ
り
、
高
級
ホ
テ
ル
の
た
た

ず
ま
い
と
歴
史
を
綴
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、

文
芸
好
き
に
は
魅
力
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
っ

ぱ
い
だ
。

　

現
代
の
作
家
も
東
京
駅
を
使
う
。
東
京
駅
は

さ
な
が
ら
人
生
の
交
差
点
の
よ
う
だ
。
首
都
の

中
央
駅
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
テ
ル
も
セ

ッ
ト
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
絶
好
の
小
説
の
舞
台

な
の
だ
ろ
う
。
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
新
し

く
な
っ
た
東
京
駅
に
は
こ
の
先
も
限
り
な
く
発

見
が
生
ま
れ
そ
う
だ
。

東
京
駅
に
近
代
史
を
読
む

『東京駅の建築家　辰野金吾伝』
東秀紀／講談社刊（絶版）

『点と線』
松本清張／新潮文庫刊

『東京ステーションホテル物語』
種村直樹／集英社文庫

『東京駅で消えた』
夏樹静子
新潮文庫刊（品切中）

『駅物語』
朱野帰子／講談社

『ドミノ』
恩田陸／角川文庫

　

東
京
駅
が
完
成
し
た
１
９
１
４
年
に
は
、
既

に
新
橋―

横
浜
間
に
初
め
て
鉄
道
が
開
通
し
て

か
ら
42
年
、
東
海
道
線
は
神
戸
ま
で
延
び
、
上

野
・
青
森
間
全
通
か
ら
も
23
年
が
過
ぎ
て
い
た
。

　

よ
う
や
く
生
ま
れ
た
「
中
央
停
車
場
」
は
そ

の
後
、
日
本
が
近
代
産
業
国
家
と
し
て
、
東
京

を
基
点
に
経
済
活
動
が
発
展
す
る
カ
ナ
メ
と

な
っ
て
い
く
。
開
業
の
式
典
で
時
の
内
閣
総
理

大
臣
、
大
隈
重
信
が
「
凡
そ
物
に
は
中
心
を
欠

く
べ
か
ら
ず
。
猶
ほ
恰
も
太
陽
が
中
心
に
し
て

光
線
を
八
方
に
放
つ
が
如
し
、
鉄
道
も
ま
た
光

線
の
如
く
四
通
八
達
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず…

云
々
」
と
演
説
を
残
し
た
、
そ
の
通
り
に
な
っ

た
の
だ
。

　

２
０
１
２
年
10
月
に
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
の

保
存
復
原
が
成
り
、
新
た
な
脚
光
を
浴
び
る
東

京
駅
は
、
建
築
物
と
し
て
の
歴
史
的
価
値
も
高

い
。
そ
の
設
計
を
し
た
辰
野
金
吾
は
近
代
日
本

の
代
表
的
建
築
家
だ
。

　

辰
野
の
生
れ
は
１
８
５
４
年
（
安
政
元
年
）、

ま
だ
江
戸
時
代
の
唐
津
だ
。
官
立
工
部
大
学
校

造
家
学
科
１
期
生
と
し
て
建
築
の
道
に
入
り
、

頭
角
を
現
す
。
47
歳
で
帝
国
大
学
工
科
大
学
の

学
長
を
辞
し
、
独
立
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
建
築

家
の
さ
き
が
け
で
あ
る
。
赤
レ
ン
ガ
に
白
い
帯

が
入
る
デ
ザ
イ
ン
は
辰
野
式
と
呼
ば
れ
た
。
作

品
は
東
京
駅
の
ほ
か
に
日
本
銀
行
本
店
、
大
阪

市
中
央
公
会
堂
、
日
本
生
命
九
州
支
店
な
ど
数

多
く
の
作
品
が
現
存
し
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

　

同
年
齢
の
高
橋
是
清
と
の
交
わ
り
や
相
撲
好

き
な
ど
人
間
味
あ
ふ
れ
る
辰
野
に
ま
つ
わ
る
逸

話
は
多
く
、
辰
野
金
吾
に
関
す
る
著
作
も
た
く

さ
ん
あ
る
。

　

な
か
で
も
『
東
京
駅
の
建
築
家　

辰
野
金
吾

伝
』（
東
秀
紀
／
講
談
社
）
は
お
も
し
ろ
い
。

著
者
の
東
秀
紀
が
、
建
築
の
専
門
家
と
し
て
の

知
識
と
作
家
の
手
腕
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
、
明
治
と
い
う
時
代
と
人
間
た
ち
を
描
い
て

い
る
。
小
説
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
、
金
吾
の
息
子

で
仏
文
学
者
の
辰
野
隆
を
作
家
の
内
田
百
閒
が

訪
ね
て
き
て
、
東
京
駅
が
火
災
に
遭
っ
た
こ
と

を
告
げ
る
シ
ー
ン
。
１
９
４
５
年
５
月
25
日
の

空
襲
の
話
だ
。
そ
し
て
物
語
は
維
新
に
翻
弄
さ

れ
た
唐
津
藩
か
ら
始
ま
る
。

『東京駅はこうして誕生した』
林章／ウェッジ

『東京鉄道遺産』
小野田滋／講談社ブルーバックス

ゆ
た
か

マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。

あ
ず
ま 

ひ
で　

き
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●ほんインタビュー『なぜ東京五輪招致は成功したのか？』 ●ほんインタビュー『なぜ東京五輪招致は成功したのか？』

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２

０
の
東
京
開
催
が
決
定
し
た
２
０
１
３
年
９
月

７
日
。
扶
桑
社
新
書
『
な
ぜ
東
京
五
輪
招
致
は

成
功
し
た
の
か
？
』
発
売
の
告
知
は
直
後
か
ら

始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
17
日
後
に
書
店

の
店
頭
に
並
ん
だ
。
東
京
決
定
を
報
じ
る
書
籍

一
番
乗
り
を
制
し
た
著
者
、
松
瀬
学
さ
ん
に
、

刊
行
ま
で
の
苦
心
を
聞
い
た
。（
取
材
日
：
２

０
１
３
年
９
月
26
日
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に

世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
見
え
る

―
９
月
７
日
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
投
票
結
果
が
わ

か
る
ま
で
筆
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は

ず
な
の
に
、
書
籍
を
こ
の
ス
ピ
ー
ド
で
刊
行
さ

れ
る
な
ん
て
、
マ
ジ
ッ
ク
み
た
い
で
す
。

　

決
定
の
時
は
、
現
地
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で

取
材
を
し
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
序
章
と
あ
と

が
き
を
書
い
て
、
本
文
の
中
で
も
「
東
京
に
決

ま
っ
た
」
と
記
述
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い

箇
所
は
修
正
し
て
、
脱
稿
。
つ
ま
り
そ
こ
ま
で

準
備
し
て
い
た
の
で
す
。新
書
版
に
し
た
の
も
、

製
本
が
早
い
か
ら
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
へ
の

関
心
が
高
い
う
ち
に
発
行
す
る
こ
と
は
出
版
社

の
戦
略
で
す
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
東
京
が
勝
っ
た
か
ら
、

こ
の
本
も
初
刷
り
１
２
０
０
０
部
に
な
っ
た
わ

け
で
、
負
け
て
い
た
ら
、
タ
イ
ト
ル
も
「
招
致

の
裏
側
」
と
か
に
な
っ
て…

、
や
っ
ぱ
り
あ
ま

り
売
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
本
は
、
２
０
１
３
年
７
月
、
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
で
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
臨
時
総
会
の
取
材
か
ら
書
き
始

め
て
い
ま
す
が
、
ぼ
く
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
の
取
材
を
始
め
た
の
は
、
２
０
１
６
年
の

招
致
運
動
の
時
か
ら
で
す
。
そ
の
時
は
別
の
出

版
社
で
し
た
が
、
招
致
に
失
敗
し
た
の
で
出
版

の
話
は
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
扶

桑
社
が
ど
う
い
う
結
果
に
な
っ
て
も
出
す
と
約

束
し
て
く
れ
た
の
で
、
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
。

―

こ
の
本
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
松
瀬
さ
ん
が

Ｉ
Ｏ
Ｃ
や
東
京
招
致
委
員
会
な
ど
の
取
材
現
場

で
直
接
見
た
こ
と
と
取
材
し
て
聞
い
た
話
だ
け

『なぜ東京五輪招致は
成功したのか？』
決定から17日目のスピード刊行！

松瀬学さんManabu Matsuse
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●ほんインタビュー『なぜ東京五輪招致は成功したのか？』 ●ほんインタビュー『なぜ東京五輪招致は成功したのか？』

が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
委
員
や
関
係
者

の
人
の
姿
を
、
国
籍
問
わ
ず
公
平
な
視
点
で
と

ら
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
安
心
し
て
読
め
ま
し

た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
い
ろ
ん
な
要

素
が
絡
ん
で
い
る
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

各
国
の
思
惑
が
長
い
レ
ン
ジ
で
絡
ん
で
い
ま

す
。
国
際
ス
ポ
ー
ツ
界
の
力
関
係
と
か
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
部
分
に
注
目
す
る
。
そ
れ
が
「
招
致
」

の
実
体
だ
し
、
読
者
の
関
心
事
で
も
あ
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
読
み
解
く
と
世
界
の
パ
ワ

ー
バ
ラ
ン
ス
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
東
京
招
致
を
、
ぼ
く
は
五
分
五
分
と

見
て
い
ま
し
た
。
東
京
に
来
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
肩
を
持
つ

記
事
を
書
く
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
行
間

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
京
開
催
へ
の
愛
情
が
に

じ
み
出
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
人
も
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
人
も
、
お
い
そ
れ

と
取
材
に
は
応
じ
て
く
れ
な
い
。
顔
見
知
り
に

な
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
最
後
の
投
票
の
仕

組
み
も
わ
か
り
に
く
い
か
ら
、
１
回
目
の
投
票

結
果
が
出
た
直
後
に
東
京
敗
北
な
ん
て
誤
報
が

一
部
に
出
ま
し
た
よ
ね
。
ぼ
く
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
取
材
を
始
め
た
の
は
88
年
の
ソ
ウ
ル
か
ら
で

す
が
、
招
致
レ
ー
ス
の
取
材
は
そ
れ
と
も
ま
た

違
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

伝
え
た
い

―

招
致
活
動
の
経
緯
が
一
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
る

と
面
白
く
読
め
ま
す
し
、
文
献
価
値
も
高
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
。
し
か
し
、
ぼ
く
が
書
き
た
か
っ
た
の
は
、

招
致
レ
ー
ス
の
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
入
門
書
で
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
単
語
で
大
半
の
人
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
各
国
の
代
表
選
手
た
ち

が
勝
負
を
戦
わ
せ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
ズ

で
す
。
け
れ
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
質
は
「
オ

リ
ン
ピ
ズ
ム
」
と
い
う
哲
学
で
あ
り
、
オ
リ
ン

ピ
ズ
ム
を
推
進
す
る
活
動
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
す
な
わ
ち
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運

動
で
す
。
そ
れ
は
日
夜
た
ゆ
む
こ
と
な
く
続
い

て
い
る
も
の
で
、
実
際
続
け
て
い
る
人
た
ち
は

日
本
人
の
中
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

―

で
は
、
こ
の
著
作
こ
そ
が
、
松
瀬
さ
ん
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
す
ね
。
申
し
訳
な

い
こ
と
に
、
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
初

め
て
聞
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
に
つ
い
て
述
べ
よ
と

言
わ
れ
て
も
難
し
く
て
、
ぼ
く
も
人
に
説
明
で

き
な
い
の
に
こ
ん
な
本
を
書
く
の
は
お
こ
が
ま

し
い
の
で
す
が
、
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
世
界
平

和
に
貢
献
す
る
役
割
を
ス
ポ
ー
ツ
に
与
え
る
考

え
方
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、

競
技
者
や
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
に
と
ど
ま
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
に
参
加
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

ぼ
く
も
25
年
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
取
材
を
し
て

来
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

政
治
的
、
経
済
的
な
対
立
と
は
異
な
る
友
好
的

な
国
際
関
係
が
あ
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
見
て
来

た
。
だ
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

の
力
を
信
じ
ら
れ
る
ん
で
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
東
京
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
日
本
人

も
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
を
実
感
で
き
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
本
を
一
人
で
も

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

は
強
い
で
す
。

―

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会
に
日
本
人
が
国
際
性

を
高
め
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。
今
は
、

日
本
人
は
内
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
敗
戦
か
ら
立
ち
直
っ
た
東
京

を
、
日
本
人
を
世
界
に
見
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
反

対
さ
れ
る
方
は
「
今
更
何
も
な
い
で

し
ょ
う
」と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
は
、

ぼ
く
は
違
う
と
思
う
。今
に
は
今
の
、

日
本
が
世
界
に
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
つ
く
り
た
い
。
そ
れ
が
、
ぼ
く
が
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
応
援
す
る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
チ
ャ
ン
ス
に

―

松
瀬
さ
ん
は
今
年
３
月
に
『
東
京
農
場―

坂

本
多
旦　

い
の
ち
の
都
づ
く
り
』（
論
創
社
）
を

上
梓
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
に
農
場
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
運
動
が
、
打
ち
続
く
困
難
に
め
げ
ず

前
進
す
る
姿
を
描
い
た
本
で
す
が
、
東
京
を
変

え
よ
う
と
い
う
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
あ
の
本
が
あ
っ
て
、
こ
の
本
が
あ
る
の
は

偶
然
で
す
か
。

　

東
京
は
日
本
の
問
題
が
集
約
さ
れ
て
い
る
場

所
で
す
か
ら
テ
ー
マ
に
な
る
率
が
高
い
の
か

な
。
ぼ
く
は
あ
の
本
で
も
こ
の
本
で
も
人
間
を

描
く
こ
と
を
目
指
し
た
。
２
冊
に
共
通
す
る
の

は
、
人
間
は
が
ん
ば
っ
て
や
れ
ば
こ
れ
だ
け
の

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
。
ぼ
く

は
人
間
し
か
書
い
て
い
な
い
。

　

都
知
事
の
猪
瀬
直
樹
さ
ん
を
追
っ
か
け
て
い

る
と
、
ぽ
ろ
り
と
面
白
そ
う
な
話
を
し
て
く

れ
る
。
本
来
物
書
き
だ
か
ら
、
き
っ
と
、
取
材

者
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
あ
げ
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん

で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
猪
瀬
さ
ん
は
勝
負
強

い
。
石
原
慎
太
郎
都
知
事
と
は
対
照
的
で
す
。

　

２
０
１
６
年
の
招
致
活
動
に
お
け
る
最
終
プ

Manabu Matsuse
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９
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レ
ゼ
ン
が
終
わ
っ
た
後
、
結
果
が
出
る
前
に
記

者
会
見
が
あ
っ
た
。
ぼ
く
が
、
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

に
た
と
え
て「
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
の
心
境
は
？
」

と
質
問
し
た
ら
、
石
原
さ
ん
は
「
ゴ
ー
ル
は
し

た
け
ど
ト
ッ
プ
か
な
あ
」
と
言
っ
た
。
あ
の
時

石
原
さ
ん
は
勝
て
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
一
方
、
猪
瀬
さ
ん
は
勝
つ
と
言
い
続
け

て
い
た
。
石
原
さ
ん
は
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
、
東

京
に
も
う
一
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
る
の
は
夢

が
あ
っ
て
い
い
な
、
と
思
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
。
猪
瀬
さ
ん
は
リ
ア
リ
ス
ト
で
、
石

原
さ
ん
か
ら
の
引
き
継
ぎ
事
項
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
全
力
を
あ
げ
て
勝
ち
に
行
っ
て
、
勝

つ
と
信
じ
て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
よ
く
そ

う
い
う
タ
イ
プ
が
勝
つ
ん
で
す
。
根
拠
も
な
く

「
お
れ
は
日
本
代
表
に
な
る
」
と
か
広
言
し
て

る
ヤ
ツ
が
本
当
に
日
本
代
表
に
な
る
み
た
い

な
。

―

２
０
２
０
年
に
向
け
て
、
何
を
し
た
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
に
導
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
が
世

界
に
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
番
は
、「
復
興

し
ま
し
た
、
元
気
に
な
り
ま
し
た
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」。

　

そ
の
た
め
に
は
「
原
発
ゼ
ロ
」
で
す
。
安
倍

首
相
の
プ
レ
ゼ
ン
で
の
言
葉
は
重
い
。
被
災
地

と
ど
う
向
き
合
う
の
か
、
ぼ
く
も
追
い
か
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

完
全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
世
界
の
モ
デ
ル

都
市
に
な
る
の
も
、
震
災
を
体
験
し
た
国
だ
か

ら
で
き
る
都
市
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
力
を
発
信
す
る
こ
と
。
日
本
は
ス
ポ
ー
ツ
の

力
が
低
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
変
わ
ら
な

け
れ
ば
。今
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
減
っ
て
い
ま
す
。

お
も
し
ろ
い
、
健
康
に
よ
い
、
人
間
関
係
も
よ

い
、
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
も
っ
と

広
げ
な
け
れ
ば
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
で
き
て
、
国

の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
予
算
を
一
本
化
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
る
と
い
う

こ
と
で
、
一
致
協
力
体
制
が
で
き
る
な
ら
、
そ

れ
こ
そ
価
値
が
あ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
か
つ
て
の
日

本
人
の
モ
ラ
ル
に
立
ち
返
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
ん
で
す
。
今
だ
っ
て
日
・
中
・
韓
三
か
国
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
は
と
て
も
仲
が
い
い
。
大
勢

の
外
国
人
と
フ
ェ
イ
ス
ツ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
人
の
よ
さ
を
発
揮
す
る

場
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
人
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
大
好
き
で
す
か
ら
、
間
違
い
な
く
盛
り
上
が

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
を
契
機
に
、
日
本
が
変
わ
る
こ
と
が
願

い
で
す
。

　

今
、
図
書
館
で
は
、「
本
の
貸
出
」
と
い
う

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
が
持

っ
て
い
る
資
料
や
情
報
を
く
ら
し
や
仕
事
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、「
医
療
・
健
康
情
報
サ
ー

ビ
ス
」
や
「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ
た

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。「
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
役
立
つ
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
相

談
）
を
積
極
的
に
行
っ
た
り
、
そ
の
図
書
館
の

利
用
者
層
や
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
に
取
り

組
ん
で
い
る
図
書
館
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
働
い
て
い
る
図
書
館
で
も
、
平
成
19
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
時
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
以
外
に
、
外
部
の
関
連

機
関
な
ど
と
も
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
お
世
話
に
な
っ
た

中
小
企
業
診
断
士
の
方
た
ち
と
意
気
投
合
し
、

「
新
潟
ビ
ジ
ネ
ス
読
書
会
」
な
る
も
の
を
有
志

で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
毎
月
１
回
、
ビ
ジ
ネ
ス

本
を
１
冊
課
題
本
と
し
て
取
り
上
げ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
本
は
、
９
月
に
行
っ
た
読

書
会
の
課
題
本
で
す
。『
新
潟
の
お
せ
ん
べ
い

屋
さ
ん
が
東
京
の
女
子
中
学
生
に
ヒ
ッ
ト
商
品

づ
く
り
を
頼
ん
だ
ら
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起

こ
っ
た
!?
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
新

潟
県
長
岡
市
に
本
社
が
あ
る
お
せ
ん
べ
い
を
製

造
す
る
会
社
と
東
京
の
女
子
中
学
生
が
コ
ラ
ボ

し
て
新
し
い
お
せ
ん
べ
い
を
作
り
上
げ
る
ま
で

を
描
い
た
１
冊
で
、
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
の
視
点
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
で
こ
ん
な
風
に
外
部
の
人
の
声
を
聞

く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
う
」「
自
分
も
こ
の
本

に
出
て
く
る
社
員
の
よ
う
に
、〝
で
き
な
い
理

由
〞
を
先
に
考
え
て
し
ま
う
」
な
ど
な
ど
、
課

題
本
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
参
加
者
同
志
、
こ
の

本
に
出
て
く
る
お
せ
ん
べ
い
を
つ
ま
み
な
が
ら

(

笑)

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
読
書
会
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
い
ろ

い
ろ
な
立
場
・
職
業
の
人
（
特
に
私
た
ち
の
会

の
参
加
者
は
20
代
か
ら
30
代
の
人
が
中
心
）
と

意
見
交
換
が
で
き
、
自
ら
の
視
野
が
広
が
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
日
常
の
仕
事
だ
け
で
は
恐

ら
く
接
点
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
業
種
の
人
と

つ
な
が
り
が
持
て
る
│
そ
の
接
点
と
な
る
も
の

が
、
１
冊
の
本
な
の
で
す
。
電
子
で
あ
れ
紙
で

あ
れ
、「
本
」そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
役
割
は
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
の
か
な

あ
と
個
人
的
に
は
考
え
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
新
潟
ビ
ジ
ネ
ス
読
書
会
」
で
ネ

ッ
ト
検
索
す
る
と
、
私
た
ち
の
会
の
ブ
ロ
グ
が

ヒ
ッ
ト
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
一
度
ご
覧
に
な

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
新
潟
市
立
中
央
図
書
館　

祖
父
江  

陽
子
）

│
図
書
館
司
書
か
ら
の
本
の
話
│
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３
年
間
の
お
気
に
入
り

『
も
こ　

も
こ
も
こ
』

　

息
子
が
初
め
て
気
に
入
っ
た
絵
本
は
『
も
こ

も
こ
も
こ
』で
し
た
。
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
笑
っ
た
り
、

親
が
読
ん
だ
あ
と
に
つ
い
て
復
唱
し
て
み
た

り
。「
静
か
に
し
て
い
る
な
」
と
覘
く
と
、
ベ

ッ
ド
の
上
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
り
小
さ
い
背
中
を

こ
ち
ら
に
向
け
て
よ
く
広
げ
て
い
ま
し
た
。
１

歳
近
く
か
ら
４
歳
に
な
る
く
ら
い
ま
で
お
気
に

入
り
で
し
た
。

　

親
が
読
ん
で
も
「
？
」
な
の
に
子
ど
も
は
喜

ん
で
笑
う
、
知
人
が
言
う
の
で
求
め
ま
し
た
。

実
際
そ
の
通
り
だ
っ
た
の
で
、
改
め
て
「
谷
川

俊
太
郎
っ
て
す
ご
い
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
で
毎
月
定
期

購
読
し
て
い
た
薄
い
絵
本
の
数
々
（
毎
月
２
冊

な
の
で
３
年
間
で
70
冊
以
上
!?
）
の
な
か
に
も

た
く
さ
ん
の
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
親
が
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
類
の
絵
本
も
た
く
さ
ん
出
会
え
る
こ
と

が
で
き
て
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

年
長
さ
ん
に
な
る
と
宮
沢
賢
治
の
絵
本
に
も

興
味
を
示
し
ま
し
た
。
私
は
本
屋
さ
ん
が
大

好
き
で
よ
く
行
き
ま
す
。
賢
治
の
絵
本
は
、
文

は
も
ち
ろ
ん
絵
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
の
で
始
め

は
私
が
買
い
ま
し
た
。『
や
ま
な
し
』『
オ
ツ
ベ

ル
と
象
』『
な
め
と
こ
山
の
熊
』『
水
仙
月
の
四

日
』
な
ど
な
ど
、
読
み
聞
か
せ
る
に
は
少
々
長

め
で
〝
親
の
頑
張
り
!!
〞
が
必
要
で
し
た
。

　

小
学
１
年
生
に
な
っ
た
今
も
、
息
子
は
た
ま

に
絵
本
を
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
絵
本
に
は
、

か
な
ら
ず
し
も
何
か
答
え
が
載
っ
て
い
る
も
の

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
を
息
子
と
一
緒
に
探

す
な
か
で
彼
の
こ
こ
ろ
の
成
長
を
促
せ
る
よ
う

な
も
の
が
多
く
あ
り
、
奥
深
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。

（
東
京
都　

近
藤
・
Ｎ
）

「
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
!?
」
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
息
子
は
愛
読
す
る

　

息
子
は
、
小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
も
字
を
読

む
の
は
面
倒
だ
と
い
う
。
親
と
し
て
は
、
読
書

を
す
る
こ
と
で
、
語
彙
が
増
え
た
り
、
感
受
性

が
豊
か
に
な
っ
た
り
、
他
人
の
気
持
ち
を
理
解

で
き
た
り
、
表
現
力
を
つ
く…

な
ど
と
期
待
を

す
る
の
だ
が
、
親
の
思
っ
た
通
り
に
は
子
ど
も

は
育
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
息
子
だ
が
、
小
学
校
４
年
生
で
好
き

な
本
に
出
会
っ
た
。『
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
!?　

世
界
の
超
ミ
ス
テ
リ
ー
（
４
）　

未
確
認
動
物

Ｕ
Ｍ
Ａ
の
謎　

珍
獣
奇
獣
編
』
と
い
う
本
で
あ

る
。
ネ
ス
湖
の
ネ
ッ
シ
ー
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
イ
エ

テ
ィ
な
ど
、
確
認
で
き
て
い
な
い
動
物
（
Ｕ
Ｍ

Ａ―

ユ
ー
マ
と
総
称
さ
れ
る
）
を
、
写
真
や
最

新
の
研
究
報
告
や
起
こ
っ
た
事
件
な
ど
で
紹
介

し
て
い
る
。
謎
に
包
ま
れ
た
動
物
や
現
象
に
興

味
が
わ
い
た
よ
う
だ
。読
み
終
わ
っ
た
あ
と
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
関
連
の
本
を

読
ん
だ
り
熱
心
だ
。字
を
読
む
の
は
面
倒
だ
が
、

興
味
が
あ
る
も
の
を
読
む
の
は
楽
し
い
の
だ
そ

う
だ
。
５
年
生
に
な
っ
た
今
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ

は
好
き
で
、
夫
の
転
勤
地
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
動

し
て
も
、
愛
読
し
て
い
る
。

　

学
校
の
課
題
図
書
や
名
作
と
い
わ
れ
る
本
も

読
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
の
は
、
私
も
含
め
た
世

の
親
に
共
通
だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
本
を
き

っ
か
け
に
自
分
の
興
味
を
広
げ
て
い
く
読
書
も

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
最
近
思
う
。

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン　

黒
澤
千
賀
子
）

読
書
と
わ
た
し

　

わ
た
し
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
あ
ま
り

読
書
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ

い
こ
ろ
は
親
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う
の
が
好
き

で
し
た
が
、
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

自
分
で
本
を
読
も
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

が
と
て
も
好
き
に
な
り
、
ド
ラ
マ
を
見
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
原
作
本
や
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
本
を
読

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に

か
、
ド
ラ
マ
関
係
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
本
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
初
め
、
中
３
で
私
立
の
高
校
を
受
験

し
ま
し
た
。
入
学
が
決
ま
っ
た
高
校
か
ら
、
入

学
前
の
課
題
と
し
て
本
を
何
冊
か
読
ん
で
、
自

分
な
り
の
感
想
を
書
い
て
提
出
す
る
よ
う
に
、

と
い
う
指
示
が
出
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
と
き
は
、
ま
だ
自
分
は
読
書

が
好
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
不

安
を
覚
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
や
っ
て

み
る
と
、
本
を
読
む
こ
と
は
ま
っ
た
く
苦
に
な

ら
ず
、
要
約
や
感
想
も
す
ら
す
ら
と
書
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
か
ら
、
わ
た
し
は
、
読
書
を
通
じ

て
、
理
解
力
や
文
章
力
な
ど
、
他
の
能
力
も
鍛

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

（
Ｕ
・
あ
み
）

『もこ　もこもこ』
谷川俊太郎、元永定正／文研出版

『ほんとうにあった !?　
世界の超ミステリー（４）　
未確認動物UMAの謎
珍獣奇獣編』
並木伸一郎 監修／ポプラ社

投書

読書体験募集！！
お気に入りの本、感銘を受けた本、人生を変えた本、忘れ
られない本など、みなさまの読書体験を募集しております。
詳しくは事務局へお問い合わせください。

マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。
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『
サ
ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
、つ
ま
ん
な
い
』

に
触
発
さ
れ
て
サ
ッ
カ
ー
ラ
イ
タ
ー

に
な
っ
た

　

僕
が
会
社
員
を
や
め
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
中
心

に
活
動
す
る
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
に
な
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
本
が
あ
る
。
そ
れ
は
杉
山
茂
樹

氏
が
書
い
た
『
サ
ッ
カ
ー
だ
け
じ
ゃ
、
つ
ま
ん

な
い
』
と
い
う
本
だ
。
こ
れ
は
、
杉
山
氏
が
サ

ッ
カ
ー
を
取
材
し
な
が
ら
世
界
を
周
り
、
現
地

で
出
会
っ
た
人
や
も
の
、
食
事
に
つ
い
て
綴
っ

た
エ
ッ
セ
イ
集
だ
。
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
、

「
な
ん
て
楽
し
そ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
。

彼
の
よ
う
に
世
界
を
回
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
見
た

い
」
と
い
う
衝
動
を
抑
え
ら
れ
ず
、
２
０
０
２

年
の
日
韓
W
杯
を
機
に
、
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー

に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
幸
運
も
あ
り
、
04
年

の
欧
州
選
手
権
、
06
年
の
ド
イ
ツ
W
杯
な
ど
の

国
際
大
会
を
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
04

年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
地
で
欧
州
選
手
権
を
取
材

中
の
杉
山
氏
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
料
理
を
食
べ
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
美
味
し
い
ワ
イ
ン
と
赤
身

の
肉
に
か
ぶ
り
つ
き
な
が
ら
、
杉
山
氏
は
次
に

出
す
エ
ッ
セ
イ
で
、
こ
の
場
面
を
ど
う
描
く
の

か
を
想
像
し
た
。
自
分
が
本
の
登
場
人
物
に
な

っ
た
よ
う
で
、
う
れ
し
く
も
恥
ず
か
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
の
は
良
い
思
い
出
だ
。

（
鈴
木
智
之
）

そ
よ
風
を
く
れ
る
愛
読
書
『
と
き
ど

き
意
味
も
な
く
ず
ん
ず
ん
歩
く
』

　

脱
力
感
が
心
地
よ
い
エ
ッ
セ
イ
だ
。

　

旅
雑
誌
に
連
載
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
文

庫
に
な
っ
て
重
宝
し
て
い
る
。

　

旅
好
き
の
人
な
ら
「
あ
、
そ
ん
な
感
じ
あ
る

あ
る
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詰
ま
っ
て
い
る

し
、
日
常
の
「
あ
る
あ
る
」
も
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。

　

 「
理
由
は
な
い
が
、
と
き
ど
き
発
作
的
に
ず

ん
ず
ん
歩
く
。」
と
、
作
者
は
歩
く
。
だ
が
、

歩
き
始
め
て
後
悔
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
だ
。

さ
ら
り
と
書
い
て
い
る
け
ど
死
ぬ
思
い
ま
で
し

て
い
る
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
と
も
思
う
が
、
こ
れ

が
発
作
な
の
だ
か
ら
仕
方
あ
る
ま
い
。
説
明
で

き
な
い
の
だ
。

　

読
ん
で
い
る
私
は
、
そ
こ
ま
で
実
行
に
移
し

た
り
は
し
な
い
け
れ
ど
、
く
す
り
と
笑
い
な
が

ら
ち
ょ
っ
と
自
分
と
重
な
る
部
分
に
思
い
当
た

る
。

　

 「
現
段
階
で
、
一
番
使
え
る
と
思
っ
て
い
る

の
は
、『
あ
り
が
と
う
』
だ
。
た
だ
ひ
と
言
『
あ

り
が
と
う
』
だ
け
現
地
語
で
覚
え
る
。
細
か
い

こ
と
は
い
い
。
感
謝
の
気
持
ち
だ
け
は
と
も
か

く
伝
え
る
。」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。「
こ
れ
は

旅
行
で
役
に
立
つ
！
」
と
実
感
し
た
。
外
国
語

を
覚
え
ら
れ
な
い
私
の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
有

難
い
教
え
だ
。
も
っ
と
も
私
の
場
合
「
あ
り
が

と
う
」
を
覚
え
る
だ
け
で
も
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
、
覚
え
た
こ
ろ
に
は
も
う
帰
国
な
ん
て

こ
と
も
あ
る
の
だ
が
。

　

こ
の
本
は
、
旅
行
へ
行
く
前
に
読
ん
で
も
楽

し
い
。
ウ
キ
ウ
キ
感
を
ほ
ど
よ
く
高
め
て
く
れ

る
。
し
か
し
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
読
ん
だ
ら
、

す
ぐ
に
ま
た
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、

ど
う
し
て
く
れ
る
？

　

あ
ま
り
実
用
的
で
は
な
い
が
、
心
に
そ
よ
風

を
く
れ
る
、
そ
の
加
減
が
ち
ょ
う
ど
い
い
、
い

い
加
減
な
本
で
あ
る
（
最
大
限
に
ホ
メ
て
い

る
）。
こ
の
著
者
の
本
は
、
本
書
以
外
も
ぜ
ひ

一
読
を
、
と
人
に
勧
め
て
い
る
。

（
東
京
都　

Ｋ
・
あ
づ
さ
）

『
都
市
に
住
み
た
い―

何
故
日
本
人
は
郊
外
に
住
む
の
か
』

を
読
み
返
す

　

な
ぜ
今
、
相
応
な
理
由
は
あ
る
も
の
の
、「
都

市
」
に
、「
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
、
私
は
住

み
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
住
宅
会
社
で
郊
外
住
宅
開
発
を
生
業

に
し
、
そ
の
地
に
住
み
込
ん
で
生
活
し
て
い
た

の
に
、
で
あ
る
。
そ
の
当
時
に
顧
問
と
し
て
ご

教
示
い
た
だ
い
た
建
築
家
、
宮
脇
檀
さ
ん
の
考

え
を
確
か
め
た
く
な
り
、
こ
の
本
を
読
み
返
し

て
み
た
。

　

自
動
車
と
歩
行
者
の
共
存
を
テ
ー
マ
と
し
た

住
宅
地
の
設
計
で
知
ら
れ
る
宮
脇
さ
ん
は
、
戦

後
住
宅
史
を
研
究
さ
れ
、
国
民
個
々
人
の
努
力

（
犠
牲
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
戦
後
の
復
興
の

な
か
で
、
郊
外
住
宅
か
ら
の
遠
距
離
通
勤
を
強

い
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。「
都
市
に
住
む

こ
と
」
そ
し
て
「
公
的
賃
貸
住
宅
の
充
実
」
を

提
案
し
日
本
人
の
農
民
的
発
想
が
元
に
あ
る
一

戸
建
て
願
望
を
払
拭
し
、
快
適
な
、
効
率
の
良

い
都
市
生
活
を
求
め
て
「
さ
ア
、
皆
で
都
市
に

住
ん
で
、都
市
を
豊
か
な
生
活
の
場
に
し
よ
う
」

と
言
う
。
さ
て
、
今
で
は
め
っ
き
り
郊
外
大
規

模
住
宅
地
開
発
が
姿
を
消
し
、
都
市
に
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
大
盛
況
だ
。
宮
脇
さ
ん
の

ご
提
案
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る

が
、「
快
適
な
、
豊
か
な
生
活
の
場
」
が
実
現

し
て
い
る
の
か
。
実
際
に
住
ん
で
い
る
私
は
、

疑
問
、
課
題
が
多
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

何
よ
り
自
然
環
境
の
充
実
へ
の
希
求
は
強

い
。
都
市
に
住
み
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
植

物
、
樹
、
花…

…

自
然
へ
の
愛
着
は
深
ま
る
ば

か
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
都
市
に
希
望
は
あ
る

の
か
、
願
い
は
叶
わ
ぬ
も
の
の
宮
脇
さ
ん
に
直

接
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
く
な
っ
た
。

（
神
奈
川
県　

小
野
正
明
）

『
都
市
に
住
み
た
い―

何
故
日
本
人
は
郊
外
に

住
む
の
か
』　

宮
脇　

檀
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『サッカーだけじゃ、つまんない。
―EURO CITY33』
杉山茂樹／ビクターブックス刊（絶版）

「ときどき意味もなくずんずん歩く」
宮田珠己／幻冬舎文庫

み
や 

わ
き 

ま
ゆ
み

マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。



018December 2013019 December 2013

●コラム─図書館司書のつぶやき ●コラム─図書館司書のつぶやき

こ
で
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
仕
入
れ

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
図
書

館
の
仕
事
を
よ
ほ
ど
ヒ
マ
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
あ
い
か
わ
ら
ず
い
る
。
そ
う
い
う
人
は
、
本

な
ど
適
当
に
置
い
て
お
い
て
、
客
が
来
た
ら
貸

出
せ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、そ
の
単
純
そ
う
に
見
え
る
貸
出
し
だ
っ
て
、

見
か
け
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
今
の
図
書
館
が

扱
っ
て
い
る
資
料
は
、
い
わ
ゆ
る
本
だ
け
で
は

な
い
。
雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
、
紙
芝
居
、
お
も

ち
ゃ
ま
で
貸
し
て
い
る
図
書
館
も
あ
る
。

　

お
も
ち
ゃ
と
い
っ
て
も
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も

の
で
ピ
ー
ス
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
も
の
は
、
貸
出
・

返
却
時
の
確
認
が
大
変
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
は
、
だ
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
ま
で
図
書
館
で

貸
出
す
の
は
や
め
ろ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
お
も
ち
ゃ
と
言
っ
て
も
、
図
書
館
で
資
料

と
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
考
え
て
受
け
入
れ
れ
ば
よ
い
。
私
は
お
も
ち

ゃ
と
言
う
よ
り
、
安
い
地
球
儀
と
か
星
座
早
見

と
か
分
子
模
型
と
か
そ
う
い
う
学
習
に
役
立
つ

も
の
を
貸
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
っ
と
も
、
図
書
館
で
な
く
て
も
、
科
学
館
や

博
物
館
が
こ
う
い
う
も
の
を
貸
出
し
て
も
い
い

と
は
思
う
の
だ
が
、
お
気
軽
に
貸
し
て
、
お
気

軽
に
借
り
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
何
と
言
っ
て
も
図

書
館
だ
ろ
う
。

　

紙
芝
居
な
ん
か
返
し
て
も
ら
っ
た
時
に
は
、

抜
け
が
な
い
か
番
町
皿
屋
敷
の
よ
う
に
数
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
紙
の
端
に
マ

ー
キ
ン
グ
を
す
る
な
ど
の
工
夫
は
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
も
ま
た
手
間
の
か
か
る
話
だ
。Ｃ
Ｄ

な
ど
は
解
説
書
も
一
緒
に
貸
出
し
た
り
す
る
の

で
、
解
説
書
と
お
皿
と
合
っ
て
い
る
か
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
レ
コ
ー
ド

を
貸
し
て
い
た
時
よ
り
は
楽
に
な
っ
た
。
レ
コ

ー
ド
の
場
合
、
傷
が
な
い
か
調
べ
た
り
し
て
い

た
。
も
っ
と
も
、
レ
コ
ー
ド
を
貸
し
て
い
た
時

代
の
利
用
者
は
と
て
も
上
品
で
、
レ
コ
ー
ド
は

大
切
に
扱
っ
て
く
れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

の
で
、
今
の
Ｃ
Ｄ
の
方
が
余
程
痛
め
つ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

普
通
の
本
だ
っ
て
、
全
然
、
簡
単
で
は
な
い
。

今
、Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
付
録
付
き
の
本
が
か
な

り
あ
る
が
、
こ
れ
も
う
っ
か
り
す
る
と
一
緒
に

借
り
た
他
の
本
に
入
れ
違
え
た
り
す
る
人
が
い

る
の
で
、
確
認
に
手
間
取
る
。
読
み
に
く
い
表

示
だ
っ
た
り
、
似
た
よ
う
な
書
名
の
本
だ
っ
た

り
す
る
と
、
な
か
な
か
混
乱
す
る
。
馴
れ
な
い

と
、
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

１
年
間
に
１
０
０
万
冊
以
上
貸
出
す
図
書
館

も
あ
る
時
代
だ
。
迅
速
に
手
続
き
し
な
い
と
、

す
ぐ
、
行
列
に
な
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
最
近
は
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
機
械
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
案
の
定
、
一

定
の
年
齢
以
上
の
人
は
使
っ
て
く
れ
る
人
が
少

な
い
。
そ
れ
に
付
録
付
き
だ
の
面
倒
な
資
料
は

セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
機
械
で
「
は
ね
る
」
場

合
も
多
い
。
そ
ん
な
に
、
何
で
も
セ
ル
フ
・
サ

ー
ビ
ス
に
す
る
の
だ
っ
た
ら
、
私
は
、
セ
ル
フ
・

サ
ー
ビ
ス
の
書
店
の
方
が
余
程
簡
単
な
気
も
す

る
。
タ
グ
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

決
し
て
、
安
い
投
資
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
図
書
館
の
よ
う
に
「
返
し
て
も
ら
う
」
と

い
う
大
変
な
手
間
が
な
い
。

　
「
貸
す
」と
い
う
こ
と
は
、「
返
し
て
も
ら
う
」

と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

図
書
館
の
仕
事
を
大
変
に
し
て
い
る
。
で
も
、

仕
方
が
な
い
。
貸
さ
な
け
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
な

ど
と
言
い
だ
す
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
は
、図
書
館
の
蔵
書
が
活
用
さ
れ
な
い
。

そ
れ
に
、
本
当
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
困

る
貴
重
な
本
は
、
館
内
閲
覧
だ
け
に
し
て
貸
出

さ
な
い
。「
返
し
て
も
ら
う
」
こ
と
に
伴
う
仕

事
は
、
ど
う
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
役
所
の
人

に
こ
の
仕
事
を
説
明
す
る
の
は
難
儀
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
督
促
と
い
う
業
務
が
あ
る
。
何
回
言

っ
て
も
返
さ
な
い
人
が
い
る
。
銀
行
で
い
う
と

こ
ろ
の
「
こ
げ
つ
き
」
み
た
い
な
人
も
い
る
。

本
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
人
に
は
弁
償
し
て
も

ら
う
の
だ
が
、そ
れ
だ
っ
て
「
す
っ
た
も
ん
だ
」

が
あ
る
。
本
が
見
つ
か
ら
な
い
以
前
に
、
そ
の

借
り
た
人
が
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

返
し
て
も
ら
う
に
し
て
も
、
開
館
し
て
い
る

の
に
返
却
ポ
ス
ト
に
入
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

シ
ス
テ
ム
上
で
は
貸
出
中
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
一

番
不
思
議
な
の
は
、
同
じ
日
の
開
館
中
に
返
却

ポ
ス
ト
に
本
を
入
れ
、
他
の
本
を
持
っ
て
き
て

貸
し
て
く
れ
と
言
う
人
だ
。
貸
出
冊
数
制
限
に

引
っ
掛
か
っ
た
り
し
て
、
も
う
貸
せ
な
い
と
職

員
が
言
う
と
、
さ
っ
き
返
し
た
ば
か
り
だ
ろ
と

怒
り
だ
す
。
こ
れ
が
、同
じ
図
書
館
で
な
く
て
、

分
館
だ
っ
た
り
す
る
と
、
余
計
、
複
雑
だ
。
い

ち
い
ち
電
話
し
て
確
認
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
だ
か
ら
、
私
は
貸
出
冊
数
制
限
は
と

く
に
な
し
と
い
う
や
り
方
も
悪
く
な
い
と
思
っ

て
い
る
）。

ど

図書館の
「忘れられた仕事」

図書館司書のつぶやきcolumn
図書館の「忘れられた仕事」

図書館業務の崩壊が始まっている…
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不
思
議
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
、
こ
れ
が
人

間
の
習
性
に
近
い
も
の
だ
と
あ
き
ら
め
て
、
私

が
今
、
携
わ
っ
て
い
る
新
し
い
図
書
館
で
は
、

返
却
ポ
ス
ト
に
入
れ
た
ら
一
時
的
な
処
理
を
す

る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。
お
金
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
ど
こ
に
で
も
お
薦
め
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
一
時
的
と
書
い
た

の
は
、さ
ら
に
、付
録
な
ど
忘
れ
て
い
な
い
か
、

書
き
込
み
な
ど
し
て
な
い
か
、自
分
の
も
の（
カ

ー
ド
な
ど
）
を
は
さ
ん
だ
り
し
て
い
な
い
か
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。「
返
却
処

理
」
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
簡
単
だ
が
、
返
す
こ

と
に
関
わ
る
仕
事
は
、貸
す
こ
と
よ
り
大
変
だ
。

行
き
は
よ
い
よ
い
、
帰
り
は
こ
わ
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
何
で
も
そ
う
い
う
性
質
が
あ
る
。

天
神
様
の
言
う
こ
と
は
よ
く
聴
こ
う
。

　

本
が
返
っ
て
き
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
処

理
が
済
ん
だ
ら
、
そ
の
先
は
多
岐
に
わ
た
る
。

予
約
が
あ
る
も
の
は
そ
ち
ら
へ
回
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
は
、
い
ち
い
ち
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
そ
う
、
相
互
貸
借
で
他
の
図
書
館

か
ら
借
り
た
も
の
は
梱
包
自
体
が
大
変
だ
。
そ

う
い
う
、
い
ろ
い
ろ
や
や
こ
し
い
こ
と
の
な
い

本
が
、
す
っ
き
り
本
棚
に
戻
す
本
と
な
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
も
問
題
は
発
生
す
る
。
貸
出
し

の
多
い
図
書
館
だ
と
、
こ
の
本
棚
に
戻
す
べ
き

本
が
あ
ふ
れ
か
え
る
。
大
学
の
図
書
館
や
学
校

の
図
書
館
の
一
部
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
は
利

用
者
自
身
に
返
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
私
の
出
た
学
校
も
大
学
も
そ
う
だ
っ
た
。

し
か
し
、
い
ろ
ん
な
人
が
来
る
公
共
図
書
館
の

利
用
者
に
、
正
し
い
位
置
に
返
せ
と
い
う
の
は

無
理
な
相
談
で
あ
る
。そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、

こ
ち
ら
が
直
す
手
間
の
方
が
大
変
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ま
だ
、
棚
に
戻
し
切
れ
て
な
い
本
に
つ

い
て
問
合
せ
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
あ
ち
こ
ち

探
し
ま
わ
っ
た
り
す
る
羽
目
に
な
る
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
返
却
処
理
は
済
ん
で
い
る
が
、
ま

だ
、
本
棚
に
並
べ
て
い
な
い
本
は
そ
う
い
う
情

報
を
付
加
す
る
な
ん
て
い
う
ご
丁
寧
な
こ
と
を

仮
に
や
っ
た
ら
、
余
計
、
仕
事
が
増
え
る
だ
け

で
あ
る
か
ら
、
考
え
な
い
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

図
書
館
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
決
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
は
な
い
と
認
識
す
べ
き
な
の
だ
。

　

さ
て
、
本
棚
に
本
を
返
す
だ
け
だ
っ
て
一
仕

事
だ
。
そ
ん
な
の
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
で
き
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
や
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
図
書
館
も
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
誰
で
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

図
書
館
の
本
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
と
い
う
分
類
番
号
で
並

べ
て
あ
る
の
だ
か
ら
簡
単
だ
ろ
う
と
い
う
意
見

も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
な
ご
意
見
だ
。
そ

も
そ
も
、
簡
単
に
な
る
よ
う
に
、
図
書
館
の
分

類
は
番
号
に
し
て
あ
る
の
だ
。
番
号
な
ら
誰
で

も
順
番
が
わ
か
る
か
ら
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
そ
う
簡
単
に
は
問

屋
が
卸
さ
な
い
。
ま
ず
、
本
棚
に
入
り
き
ら
な

い
大
き
な
本
が
あ
る
。
大
型
本
と
い
っ
て
、
こ

れ
に
記
号
を
つ
け
て
区
別
す
る
場
合
も
あ
る

が
、
美
術
や
建
築
な
ど
大
き
な
本
が
多
い
分
野

は
、
は
じ
め
か
ら
本
棚
自
体
、
大
き
な
本
も
入

る
よ
う
に
組
み
立
て
て
あ
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
大
型
本
と
言
っ
て
も
相
対
的
な
も
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
変
動
す
る
の
で
、
か

え
っ
て
区
別
す
る
と
煩
わ
し
い
の
で
、
同
じ
本

棚
の
下
の
方
と
か
、
背
の
低
い
書
架
で
天
板
の

な
い
も
の
だ
っ
た
ら
上
の
方
に
ま
と
め
て
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
取
り

出
し
や
す
さ
を
狙
っ
て
、
書
架
の
真
ん
中
の
段

に
あ
え
て
大
型
本
を
置
く
例
も
あ
る
。
で
も
、

こ
う
い
う
の
も
利
用
者
も
職
員
も
馴
れ
て
こ
な

い
と
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
。

　

小
さ
い
本
の
問
題
も
あ
る
。新
書
や
文
庫
だ
。

た
い
て
い
の
図
書
館
は
、
文
庫
は
（
場
合
に
よ

っ
て
は
新
書
も
）他
の
本
と
別
に
し
て
あ
る
が
、

一
緒
に
置
い
て
あ
る
図
書
館
も
あ
る
。
一
緒
の

方
が
確
か
に
探
し
や
す
い
。
し
か
し
、
小
さ
な

本
は
、
ま
わ
り
の
大
き
な
本
の
な
か
に
も
ぐ
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
文
庫
や
新
書

は
「
か
た
ま
り
」
と
し
て
見
た
い
と
い
う
向
き

も
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
別
置
本
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
（
○
○
コ
ー

ナ
ー
と
か
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
等
）、

普
通
の
並
び
と
は
別
に
置
い
て
あ
る
場
合
だ
。

こ
の
場
合
は
、
特
に
ル
ー
ル
が
存
在
し
な
い
の

で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
ら
色
ラ
ベ
ル
や
ら
、

あ
る
い
は
、
そ
の
ま
ま
ず
ば
り
そ
の
名
称
を
ラ

ベ
ル
に
書
い
て
い
た
り
す
る
が
、
ど
こ
に
置
い

て
あ
る
の
か
わ
か
る
の
に
苦
労
す
る
。
あ
ま
り

多
す
ぎ
る
の
は
良
く
な
い
の
だ
が
、
ど
う
し
て

も
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
と
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
図
書
館
に

は
書
庫
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
大
図
書
館
に
な

る
と
、
書
庫
も
何
種
類
も
あ
る
。

　

と
に
か
く
、
単
に
本
を
返
す
と
言
っ
て
も
単

純
で
は
な
い
の
だ
。

　

公
共
図
書
館
の
朝
一
番
の
仕
事
は
、
返
却
ポ

ス
ト
か
ら
本
を
回
収
し
て
く
る
仕
事
だ
。
こ
れ

が
大
変
だ
。
返
却
ポ
ス
ト
の
裏
側
に
は
空
調
な

ん
か
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
夏
な
ど
暑
く
て
た

ま
ら
な
い
。
返
却
ポ
ス
ト
の
裏
側
に
這
い
つ
く

ば
っ
て
い
る
と
き
は
坑
内
労
働
で
も
し
て
い
る

気
分
だ
。
い
っ
た
ん
、
身
体
が
熱
く
な
っ
て
し

ま
う
と
、
な
か
な
か
、
さ
め
な
い
。
だ
か
ら
、

最
近
の
環
境
に
配
慮
し
た
冷
房
で
は
、
ほ
ぼ
一

日
中
暑
く
感
じ
て
い
る
。
ま
あ
、
身
体
を
動
か

さ
な
け
れ
ば
、そ
ん
な
に
暑
く
は
な
い
の
だ
が
、

身
体
を
動
か
さ
な
い
図
書
館
の
仕
事
な
ど
な

い
。

　

公
共
図
書
館
の
朝
一
番
の
仕
事
の
う
ち
、
返

却
以
外
で
ど
こ
で
も
共
通
し
て
あ
る
の
は
、
機

械
を
立
ち
上
げ
た
り
、
申
込
書
等
が
揃
っ
て
い

る
か
確
認
し
た
り
、
コ
ピ
ー
の
紙
を
確
認
し
た

り
、
新
し
い
新
聞
を
出
し
、
昨
日
の
新
聞
を
所

定
の
と
こ
ろ
に
納
め
る
こ
と
と
、「
書
架
整
理
」

と
呼
ば
れ
る
仕
事
だ
。

　
「
書
架
整
理
」
ほ
ど
、認
識
さ
れ
て
い
な
い
、

い
わ
ば「
忘
れ
ら
れ
た
」仕
事
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
結
構
な
業
務
量
と
意
味
の
あ
る
大
き

な
仕
事
で
あ
る
。

図書館の「忘れられた仕事」
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●ほんの泉 ●コラム─図書館司書のつぶやき

新聞・出版社のPR冊子

このコーナーでは、「出版社PR誌」（*1）を紹介します。書店に置かれている場合もありますが、雑多な他の情報に
埋もれて気がつかない場合が多いですし、地方書店が減少している昨今、なかなか読者に届いていないのが
現状です。本好きな読者はもちろんのこと、本と読者を繋ぐ役目を担う図書館で働く方々には、その存在を知
り、ぜひ手に取って頂きたい「ほん」達です。「月刊ほん」は、出版社発信のこれら「ほん」達を、知識の水ととら
え、このコーナーが“その源＝湧き出す泉”になればいいと考えています。
※創刊準備号で紹介するPR誌がすべてではありません。

　

開
架
式
の
図
書
館
で
は
、
利
用
者
が
自
由
に

本
を
出
し
入
れ
で
き
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
、

排
列
が
乱
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
放
置
し
て
お

く
と
、
図
書
館
は
い
つ
の
ま
に
か
ぐ
し
ゃ
ぐ
し

ゃ
に
な
り
、
本
を
探
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
、
毎
日
、
書
架
整
理
と
言
っ
て
、
分
類

番
号
順
に
本
を
並
べ
直
す
の
だ
。
本
が
探
せ
な

い
と
い
う
の
は
図
書
館
に
と
っ
て
致
命
的
だ
。

特
に
、
今
の
図
書
館
の
よ
う
に
予
約
サ
ー
ビ
ス

の
量
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
大
量

の
ク
レ
ー
ム
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

　

書
架
整
理
は
、
単
純
に
順
番
ど
お
り
並
べ
て

い
る
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
棚
だ
け
ぎ
ゅ
う
ぎ

ゅ
う
に
本
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
、
そ
れ

を
均
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
結
構
、
知
恵
の
い

る
作
業
で
、
下
手
糞
な
人
が
や
る
と
頭
の
方
ば

っ
か
り
詰
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
本

が
入
ら
な
く
な
る
。均
し
て
い
く
と
言
っ
て
も
、

た
い
て
い
の
図
書
館
は
書
架
に
余
裕
が
な
い
の

で
、
あ
と
１
冊
、
２
冊
の
隙
間
の
攻
防
に
な
っ

て
い
る
の
で
職
人
技
だ
。

　

書
架
整
理
の
時
に
、
除
籍
す
べ
き
本
を
見
繕

う
こ
と
も
あ
る
。
書
庫
に
移
す
べ
き
本
も
見
繕

う
。
こ
れ
は
、
別
に
作
業
を
す
る
こ
と
も
可
能

だ
が
、
何
を
除
籍
す
る
か
と
い
う
判
断
は
選
定

よ
り
重
要
な
判
断
だ
。
よ
く
本
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
が
行
わ
な
い
と
怖
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
図
書
館
の
司
書
は
ど
う
や
っ
て

本
の
こ
と
を
知
る
の
だ
ろ
う
か
？　

本
屋
に
も

よ
く
行
く
し
、自
身
も
た
く
さ
ん
の
本
を
読
む
。

ま
た
、
出
版
社
の
広
告
も
よ
く
見
る
し
、
新
刊

の
情
報
は
Ｔ
Ｒ
Ｃ
や
日
販
等
か
ら
得
て
い
る
。

し
か
し
、
も
っ
と
も
本
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
実

は
図
書
館
自
身
な
の
で
、
書
架
整
理
に
よ
っ
て

知
る
本
が
非
常
に
多
い
の
だ
。
書
架
整
理
が
単

純
作
業
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ま
っ
た
く
正
規
の

司
書
が
携
わ
ら
な
く
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。
と
く
に
新

人
の
う
ち
は
、
こ
う
い
う
作
業
的
な
こ
と
を
通

し
て
、
本
そ
の
も
の
を
よ
り
多
く
知
る
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
時
に
は
、
書

架
整
理
し
て
い
る
本
を
開
い
て
、
こ
ん
な
本
が

あ
っ
た
の
だ
と
頭
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
仕
事
と
学
習
を
兼
ね
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
書
架
整
理
と
い
う
仕
事
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
開
架
の
冊
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
大
変
に
な
る
。
そ
し
て
、
今
、
述
べ
た
よ

う
に
、
す
べ
て
ア
ル
バ
イ
ト
任
せ
に
し
て
い
い

と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
司
書
が
自
分
の
図
書

館
の
書
架
の
状
況
を
知
ら
な
く
な
る
と
い
う
の

は
、
狩
人
が
森
の
動
物
の
状
況
を
知
ら
な
く
な

る
の
と
同
じ
こ
と
だ
。

　

で
も
、
今
、
こ
う
い
う
仕
事
の
崩
壊
が
始
ま

っ
て
い
る
。
図
書
館
の
仕
事
が
、
本
の
仕
事
な

の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
も
大
事
な

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
と

こ
ろ
が
ぐ
ず
ぐ
ず
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
憂
慮

す
べ
き
こ
と
だ
。（
終
）

図書館の
「忘れられた仕事」
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マークは関連外部リンクがあります。　　マークは本誌を読むことができます。クリックしてお進みください。

少しハードだがお勧めの一冊。執筆陣は超豪華。新刊紹介らしさがなく、巻頭随筆、特集
にと読みごたえは充分にあり。夢枕獏や橋本治など有名作家の連載も多く、いずれは単
行本として発売されそうな内容で、読書好きには満足の一冊。

朝日新聞社 一冊の本 http://publications.asahi.com/ecs/22.shtml

角川書店が毎月発行する、本好き読書人のための文芸PR雑誌。特集対談、連載エッセイ、連
載小説と内容がかなり濃く、コミックにノンフィクションもある。連載小説は、時代小説から恋
愛小説まで、うれしくなるほどの豪華執筆陣。カラーページもたっぷりで、読みごたえは充分
すぎるほど。主要書店に置いてあるが品切れが早いので、必ず手に入れたい場合は本屋さ
んに予約購読を。近刊は電子書籍でダウンロードも可能。

角川書店 本の旅人 http://www.kadokawa.co.jp/mag/tabibito/index.html

経済・ビジネスに特化し、著名な経済学者が日本経済をめぐって刺激的な論文を執筆。科学
者や作家、経済学者、歴史学者など、さまざまな分野の著名人のエッセイや旅行記まで掲
載。連載も多いことから、定期購読がぜひお勧め。全国主要書店で10日頃より無料頒布。頒
布部数限定、品切れ続出でほしい方はお早めに。全国主要図書館において閲覧可能になる
予定。

ダイヤモンド社 経（Kei） http://www.diamond.co.jp/magazine/kei/

え！ こんなにあるの！？ 知らなかった…

「本との出会いは人との出会い」をモットーに文藝春秋刊行の単行本、新書、文庫等の最
新情報を「月刊文藝春秋」誌内を舞台に詰め込みました。毎号話題の新刊を数多く取り上
げ、書評、インタビュー、対談などで多角的に著者や作品のテーマに肉迫します。このほ
か、ウェブでは多彩な筆者による連載も掲載しています。（「本の話WEB」では、各書籍の
発売に合わせてコンテンツをアップしています）

文藝春秋 本の話 http://hon.bunshun.jp/
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本の数だけ、人生がある。─集英社の読書情報誌。本好きにとっては、定期購読するに価値
ある一冊。特に対談は錚々たるメンバーで、コラム「本を読む」も充実。連載読物はもちろ
ん、今月のエッセイなど、ちょっとカバンに忍ばせて通勤途上で読むのに最適。バックナ
ンバーの内容は上記サイトから。

集英社 青春と読書 http://seidoku.shueisha.co.jp/seishun.html

マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。マークは関連外部リンクがあります。クリックしてお進みください。

紀伊國屋書店出版部が発行する無料PR誌。季刊で３・６・９・12月中旬発行。誌名はラテン
語で「書かれたもの」という意味があり、「言葉は去りゆくが、書かれたものは残る」とい
う格言から採ったという。全国の紀伊國屋書店および主要書店の店頭で入手できる。個
性的な執筆陣によるバラエティーに富んだ連載が充実しており、他の出版社のPR誌とは
またひと味ちがう読書体験が得られる。読書好き、本屋好きにはぜひ読んでほしい一冊。

紀伊國屋書店 scripta http://www.kinokuniya.co.jp/

有斐閣は、社会科学・人文科学系の学術出版社。「書斎の窓」は読者と著者のコミュニケー
ション、新刊情報を届けることを目的に、1953年６月に創刊。法学、経済や社会学、心理
学などの社会科学、人文科学分野の小論文やエッセイ、連載やコラムなどを掲載する学
際的な情報誌。

有斐閣 書斎の窓 http://www.yuhikaku.co.jp/shosai/subscribe

比較的「硬め」だが、かなり読みごたえのある情報誌。特に、国内外の時事評に鋭く切り込
んでおり、冒険を試みているのが好感が持てる。少し専門的で業界的な内容が多いが一
読の価値あり。

未来社 未来 http://www.miraisha.co.jp/np/mirai.html

春秋社は、宗教書（特に仏教）を中心に哲学、思想や心理、音楽分野の専門出版社。創刊は
昭和34年６月、「広い歴史的視野をもち、正しい批評精神につらぬかれた諸家の御論考
と、かたわら春陽の暖かさ、秋気の爽涼を感じさせる好随筆を得て、『春秋』の名にふさわ
しい雑誌を発展させたいとねがっています」という意図の下に創刊。単なるPR誌でな
く、文化誌として45年、現在通巻550号を越えている。

春秋社 春秋 http://www.shunjusha.co.jp/magazine/553/

人文・社会科学、哲学・思想、文学・芸術などみすず書房の刊行書と関連する文章を掲載。海
外の最新の成果の紹介もふくめ、PR誌を超えた総合文化誌として機能する。また、毎年初
めには「読書アンケート特集」を掲載して、広く読書界からの注目を集めている。

みすず書房 みすず http://www.msz.co.jp/book/magazine/

本の世界が豊かに広がる文芸誌。本好きにとって読んでためになる一冊。連載対談から
小説連載、エッセイ、コラム、読書案内、新刊情報まで、120ページの小さな雑誌で驚くほ
ど充実した内容。サイトでは、最近のバックナンバーの内容が確認できる。

小学館 本の窓 http://www.shogakukan.co.jp/magazines/back_number/_id_069000

総合出版の筑摩書房のPR誌。特集や連載もの、小説、近現代史、詩論、古典文学案内、サイ
エンスありでかなりの読みごたえ。本屋さんで見かけたらぜひ手にとって読んでほしい
一冊。サイトで一部立ち読みも可能。

筑摩書房 ちくま http://www.chikumashobo.co.jp/blog/pr_chikuma/

創刊は昭和42年１月、24頁、定価10円の季刊誌から。昭和47年３月から月刊誌となる。読
書情報誌としての重要な役割のほか、連載から数々のベストセラーが誕生。新刊書の書
評、著者インタビュー・対談のほか、エッセイ、連載小説などを掲載。宣伝っぽさはあまり
感じられないので好感が持てる。表紙には新刊を刊行する作家の直筆の文字が掲載され
ており、毎号違うので、書店で探すときは注意。

新潮社 波 http://www.shinchosha.co.jp/nami/

知的好奇心あふれる読者に半世紀以上愛読されてきた岩波書店の雑誌。本屋さんのレジ
カウンターに置いてあるのを読まれたことがある人も多いはず。感動のヒューマン・ス
トーリー、旅のときめき体験、人生への思索などを綴る滋味のエッセイなど、『図書』なら
ではの一流の執筆陣が書き下ろす。本との出会い、読書の愉しみの再発見の場として、ぜ
ひ手にとってほしい一冊。年間購読料1000円で毎月ご自宅に届きます。

岩波書店 図書 http://www.iwanami.co.jp/tosho/top.html

連載小説満載の新しいかたちのプチ文芸誌。人気作家の連載作品が毎月読める。書店員
さんの執筆する読書コラム、著者インタビューも掲載。新刊紹介というより、新進作家の
アンテナショップのような役割。10人前後の作家が競作しているので、読み切れないほ
どのボリューム。あなたの好奇心を存分に刺激します。一般雑誌扱いで本屋さんに置い
てある。上記のサイトは、「WEBきらら」になっており、一部の小説の立ち読みも可能。

小学館 きらら http://www.quilala.jp/

（*1）出版社PR誌とは？
各出版社が毎月あるいは定期的に発刊する書店向け、個人向けの雑誌。出版
社に個別に依頼し年間購読するのが一般的だが、大手出版社のものは書店
のレジカウンター横に置かれていて、定価あるいは無料で持ち帰ることがで
きるものもある。さすが出版社が発行するだけに力が入っているものが多く、
読み物としての内容も充実、各紙の連載からは単行本・文庫・新書も生まれて
います。ある出版社から聞いた話では、「新人発掘」の場にしているとの事。新聞・出版社のPR冊子

え！ こんなにあるの！？ 知らなかった…
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Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ｃ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン
を
初
め

て
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
会
は
、
図
書
館
員
と
出
版
者
の
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
目
的
と
し
て
昨
年
設
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
ま
だ
組
織
と
し
て
は
十
分
な
体

制
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
会
員
は
全
国

に
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
交
流
を
図
る
機
会
は

少
な
い
の
で
す
が
、
少
し
で
も
情
報
が
共
有
で

き
れ
ば
と
考
え
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
職
員
も
本
の
仕
事
が
メ
イ
ン
と
は
い

え
、
あ
ま
り
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
発
言
を
し

た
り
、
文
章
を
書
く
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
い

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
出
版
者
と
図
書
館
の
相
互
の
状
況
も

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
こ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン
が
そ
れ
を
打
開
し
て

い
く
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後

も
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
投
稿
を
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

マ
ガ
ジ
ン
企
画
時
、「
誰
で
も
興
味
を
持
つ
内
容

を
入
れ
る
べ
し
！
」
と
し
て
、
発
刊
時
に
話
題
に

な
る
で
あ
ろ
う
映
画
等
の
内
容
を
「
特
集
」
や
「
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
し
、
そ
の
製
作
裏
話
や
出
版
の

動
機
、関
連
本
の
紹
介
を
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

理
由
は
、「
ま
ず
は
多
く
の
人
の
目
に
留
め
て
も
ら

う
事
」
が
重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
創
刊
準

備
号
「
東
京
駅
」
に
敗
れ
た
の
が
「
人
類
資
金
」。

も
う
少
し
発
刊
が
早
か
っ
た
ら
、「
ド
ラ
マ　

半
沢

直
樹
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
話
題
性
の
あ

る
内
容
は
、
図
書
館
・
出
版
社
に
と
っ
て
読
者
に

向
き
合
う
共
通
の
材
料
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ご
意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

電
子
書
籍
図
書
館
推
進
協
議
会　

事
務
局

Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ｃ
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ガ
ジ
ン

「
月
刊
ほ
ん
」の
創
刊
に
あ
た
り

電
子
書
籍
図
書
館
推
進
協
議
会
代
表　

山
崎 

博
樹

編
集
後
記

「月刊ほん」では、図書館・本に関する投稿・
投書を受け付けております。字数は800～
2000字。受け付けは電子メール（原稿として
テキスト変換できる書類の添付）のみです。
概要、氏名、略歴、住所、電話番号、メールア
ドレスを添えてください。採用の場合は事務
局より電子メールでご連絡します。
受け付けのアドレスは以下のとおり。

電子書籍図書館推進協議会 事務局

elpc@fms.co.jp

─本のまわりに集まろう─

Online Magazine

published by ELPC

創刊準備号

2013年12月発行
発行人　山崎博樹
編集人　黒田久美子
発行所　電子書籍図書館推進協議会 事務局
住　所　〒101-0051
　　　　東京都千代田区神田神保町2-30
　　　　神保町ハウスR04
　　　　TEL : 03-3221-0597

2013年12月号

投稿・投書を歓迎します

http://w
w
w
.keiyou.jp/elpc/

「週刊ダイヤモンド」デジタルアーカイブズ
ダイヤモンド社創立100周年記念

『週刊ダイヤモンド』創刊100年を記念し
て、大正2（1913）年の創刊号から2000年ま
で、約4000冊を検索・閲覧できる図書館向
け商品『20世紀のダイヤモンド誌「週刊ダ
イヤモンド」デジタルアーカイブズ』がス
タートいたしました。20世紀日本の歩みを
"経済"の視点からとらえた歴史的記事の
数々を、鮮明なデジタル画像でお読みいた
だけます。

http://www.diamond.co.jp/go/digitalarchives/

ダイヤモンド社は2013年で100周年。同時に『週刊ダイヤモンド』も創刊100周年を迎えます。

日本経済と伴走してきた
『週刊ダイヤモンド』
100年の軌跡を
図書館でたどる。

創刊号 1913（大正02）年５月10日号

《問い合わせ先》　株式会社 寿限無
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-30 神保町ハウスR04
TEL：03-3512-2761　http://www.keiyou.jp/contents/contents_dia.html

電子書籍

03 -3246 -5653 http://www.toyokeizai.net/shop/
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出版社（者）はたった一人の読者であっても、その読者
が欲するならば本を届けたいと思うはずであり、図書館
員は、その本と読者を繋ぐ重要な媒介とならなければ
いけません。その為には、出版社（者）と図書館の新しい
関係を築きながら、読者と本を繋ぐ新しい場が求めら
れていると考え、「月刊ほん─本のまわりに集まろう─」
を発刊する事といたしました。
「月刊ほん」を通して、本を中心として働く図書館員と本
を提供している出版社（者）との相互理解が深まり、そ
の事で図書館が従来の枠を超えて、読書推進のとびら
を開くことにも繋がるのではないかと考えています。将
来は「本を読む人」一人ひとりにも働きかけ、読者と本と
の出会いの場も提供していければと考えています。

電子書籍図書館推進協議会（ELPC）は、図書館と出版社（者）の新たな関係を築くため、2012年９月に設立された会です。

本
に
関
わ
る
人
た
ち
が

　

 

新
た
な
関
係
を
築
き
、

　
　
　
　

   
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
。
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